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2026.5.6  水曜ＡＣ 霊とまことの礼拝 

－イェシュアが語られた שַׁבָּת (シャッバート)安息日－ 

〔聖書は新改訳 2017 を引用〕 

はじめに 

前回は、シナイ契約の十のことば(十戒)に置かれた「安息日」を足掛かりとして「安

息日」の意味を考えてきました。「安息日」が十戒に制定されている理由は、神の創

造のみわざの七日目に神が「安息」され、その日を「聖別」されたことに由来してい

ます。ですから、創世記の創造の記述にある「安息日」を尋ね求めつつ、十戒の「安

息日」に近づこうと試みました。 

 

神が創造のみわざを完成され、祝福し、聖別されたのは「七日目」です。従って、神

の創造の目的は「七日目」である「安息日」にあります。 
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そして、創世記の記述において神の創造が目指しているのは「エデンの園」でした。

それゆえに、神のみわざの完成である「安息日」が指し示しているのは「エデンの

園」であるということになります。 

 

また神が「エデンの園」でなさろうとしていたことは、神とのかかわりを持つことが

できる人を造り、その人を通して神がご自分の「トーヴ」を実現することです。聖書

全体を概観したときに、神が歴史の中でシナリオとして描いているのは「エデンの

園」の回復であり、そのご計画はイェシュアによって完成に向かって実現していきま

す。そのことを考え合わせると、「安息日」＝「エデンの園」＝神のご計画のゴール

である「新しいエルサレム」という構図が浮かび上がってきます。 

 

つまり、「安息日」は神のご計画という視点からすると「新しいエルサレム」を指し

示しているということができるのではないでしょうか。 
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この「安息日」に関することついては、イェシュアご自身が福音書の中でしばしば語

っておられます。今回は、その福音書に語られたイェシュアのことばから「安息日」

の本質的な意味について考えてみたいと思います。 

 

１ 弟子たちが麦の穂を摘む場面 

【マタイ 12:1～8】 

「1 そのころ、イエスは安息日に麦畑を通られた。弟子たちは空腹だったので、穂を

摘んで食べ始めた。2するとパリサイ人たちがそれを見て、イエスに言った。『ご覧

なさい。あなたの弟子たちが、安息日にしてはならないことをしています。』3 しか

し、イエスは言われた。『ダビデと供の者たちが空腹になったときに、ダビデが何を

したか、4 どのようにして、神の家に入り、祭司以外は自分も供の者たちも食べては

ならない、臨在のパンを食べたか、読んだことがないのですか。5また、安息日に宮

にいる祭司たちは安息日の神聖を冒しても罪にならないということを、律法で読んだ 
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ことはないのですか。6あなたがたに言いますが、ここに宮よりも大いなるものがあ

ります。7『わたしが喜びとするのは真実の愛。いけにえではない』とはどういう意

味かを知っていたら、あなたがたは、咎のない者たちを不義に定めはしなかったでし

ょう。8人の子は安息日の主です。』」 

(並行箇所) マルコ 2:23～28、ルカ 6:1～5 

 

ここは、弟子たちが安息日に麦の穂を摘んで食べているのを見たパリサイ人たちが、

イェシュアにそれは律法違反だと詰め寄る場面ですが、モーセ五書には、安息日に麦

の穂を摘むことを禁じる規定は存在しません。彼らが“違反である”とした律法は

「口伝律法」と言われるものです。 

 

出エジプト記 20:10 に「…七日目は、あなたの神、主の安息である。あなたはどんな

仕事もしてはならない。…」とあります。 

 

 



5 
 

 

ラビたちは、ここに規定されている「仕事」とは何かを議論し、それを 39 のカテゴ

リーに分類し、「仕事」を定義しました。その中に、「刈り取り」と「脱穀」が含まれ

ており、弟子たちが行った行為がそれに該当するということで、彼らが「律法違反」

としたものです。 

 

しかし、イェシュアは彼らが主張している「口伝律法」から、神が語られた「モーセ

律法」に議論の土台を戻して、そこから二つの例を取り上げて安息日規定の本質を教

えようとします。 

 

そのひとつがダビデの例(3～4 節)です。 

ダビデは、祭司のみが食べることを許されている供えのパン(レビ 24:9)を食べたこ

とが第一サムエル記 21 章に記されています。このことは、明らかに律法違反です

が、聖書はダビデを罪に定めていません。 
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ダビデはサウルに命を狙われて逃亡中の身で食糧がない状態でした。そのような命の

危機が儀式的な規定に優先していることが示されています。律法の専門家である彼ら

も当然このことは知っていたと思われます。 

 

申命記 30:15～20 には、イスラエルに律法が与えられた目的を、民に「いのちを選ば

せる」ためであると教えられています。また、レビ記 18:5 にも律法について「人が

それを行うなら、それらによって生きる」とあり、律法に聞き従うことは彼らが「生

きる」ということにほかならないと教えています。つまり、律法は人を生かすために

あるのであって、決して規則を守らせて人に死と災いをもたらすためではないという

ことです。 

 

もうひとつは祭司の安息日の奉仕の例(5 節)です。 

安息日のいけにえ (民数記 28:9～10)、供えのパンの取り替え(レビ記 24:8)など、祭 
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司は神殿の奉仕のために安息日の労働が許されています。むしろ、祭司がその奉仕を

行うことは義務として規定されています。 

そのような例を取り上げることによって、神殿奉仕は安息日の規定で禁止された事項

を上回る「より重い務め」であることを思い起こさせます。 

 

ユダヤ人にとって神殿は、神の臨在の場所であり、礼拝の中心であり、罪の赦しが与

えられる場所です。神に近づくための唯一、絶対の場所が神殿であるとするなら、宗

教的にそれ以上の重要な場所はあり得ません。 

 

ところが、その神殿はイェシュアの型に過ぎないものです。もちろん彼らパリサイ人

たちはそのことを理解することができなかったと思いますが、6節でイェシュアは

「ここに宮よりも大いなるものがあります」と言われ、ご自分が神殿以上に神聖と権

威を持つ存在であるということを宣言されています。 
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つまり、祭司が安息日に神殿の奉仕者として働くことが咎められないとするなら、神

殿より大いなるものであるイェシュアに仕える弟子たちが安息日に麦を摘むという仕

事をすることは、なおさら何の問題もないと言える…とイェシュアは教えておられる

のだと思います。 

 

更にイェシュアは 8 節で「人の子は安息日の主です」と言われます。 

「ユダヤ人が安息日を守ったのではない。安息日がユダヤ人を守ったのだ。」という

言葉は有名ですが、ユダヤ民族の離散と迫害の歴史の中で彼らがユダヤ人としてのア

イデンティティを失わずに現在も守られ続けているのは、この「安息日」にあるとい

うことを表している言葉です。 

 

福音書の中でイェシュアとパリサイ人たちとの激しい安息日論争を見ると、「安息

日」は当時においても変わらず彼らの宗教と共同体において極めて重要な位置づけで 
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あったことが伺えます。その安息日の主は「私である」とイェシュアが宣言されたわ 

けですから、それは彼らに強烈な印象を与えたと思います。 

 

「主」と訳された原語は、「ku,rioj(キュリオス)」となっており、「主人」、「所有

者」、「支配者」、「権威者」という意味を持っています。従って、「安息日の主」とは

安息日そのものを定めた権威者であり、安息日に意義を与えてそれを律法に置いた当

事者であることを意味しています。 

その「安息日の主」が、安息日の本質を理解していなかったパリサイ人たちに示され

たのが 7 節のことばです。 

 

【マタイ 12:7】 

「 『わたしが喜びとするのは真実の愛。いけにえではない』とはどういう意味かを知

っていたら、あなたがたは、咎のない者たちを不義に定めはしなかったでしょう。」 
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イェシュアはホセア書 6:6 から引用して語っておられます。実際のホセア書では次の

ように続いています。 

 

【ホセア 6:6】 

「わたしが喜びとするのは真実の愛。いけにえではない。全焼のささげ物よりもむし

ろ、神を知ることである。」 

 

ホセア 6:6 は、イスラエルが神との真実なかかわりを求めようとせず、表面的で不誠

実な悔い改めを繰り返すことに対して、神の厳しい批判がなされている文脈で語られ

ていることばです。 

それがパラレリズムで表現されおり、「真実の愛」と「神を知ること」が同義とされ

ています。 

 

 

 



11 
 

 

「真実の愛」と訳された原語は「ds,x,(ヘセド)」ですが、ヘブル語辞典によるとそ

れは「恵み」、「誠実」、「(変わらない)愛」などの意味を持った言葉となっています。

また、聖書における用法を見てみると、 

 

【詩篇 89:1～4】 

「1 私は【主】の恵み(ヘセド)をとこしえに歌います。あなたの真実を代々限りなく

私の口で知らせます。2私は言います。『御恵み(ヘセド)はとこしえに打ち立てられ

あなたはその真実を天に堅く立てておられます。』3『わたしはわたしの選んだ者と契

約を結びわたしのしもべダビデに誓う。4 わたしはあなたの裔をとこしえまでも堅く

立てあなたの王座を代々限りなく打ち立てる。』」 

【詩篇 89:33～34】 

「33 しかしわたしは彼から恵み(ヘセド)をもぎ取らずわたしの真実を偽らない。34  

わたしはわたしの契約を汚さない。唇から出たことをわたしは変えない。」 
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【ネヘミヤ 1:5】 

「ああ、天の神、【主】よ。大いなる恐るべき神よ。主を愛し、主の命令を守る者に

対して、契約を守り、恵み(ヘセド)を下さる方よ。」 

 

とあり、「ds,x,(ヘセド)」とは、契約に裏打ちされた変わらない真実の愛、恵みとし

ての意味合いが強いように感じ取れます。 

 

イェシュアは「わたしが喜びとするのは真実の愛。いけにえではない」と言われまし

た。 

つまり、律法(シナイ契約)において神がイスラエルの民に求められていたのは、契約

の中に定められた儀式としての外面的行為ではなく、契約を土台とする神への誠実 

さ、また忠実さであるということではないでしょうか。 
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「喜びとする」は、原語で「qe,lw（セロウ）」ですが、感情的な“喜び”ではな

く、「神が本質的に望み、優先し、価値づけるもの」すなわち“神の意志の中心”を

表します。また引用されたホセア 6:6 の「喜びとする」の原文は「$pej;（ハーフェ

ーツ）」ですが、それも同様の意味を持ち、比較対象がある場合において他方を否定

するようなことを意図するものではありません。 

 

従って、イェシュアは、いけにえを否定しているのではなく、それよりも「ds,x, 
(ヘセド)」とされる「真実の愛」のほうが優先されるべきであって、そこに本質があ

るということを教えようとされたのだと思います。 

 

そして、「真実の愛(ds,x,)ヘセド」は、「神を知ること」と同義とされています。 

「神を知ること」と訳された原語は「~yhil{a/ t[;D;(ダアット・エロ－ヒ－ム)」 
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となっています。 

「t[;D;ダアット」は名詞形で、「知識」、「識別」、「理解」を意味します。その動詞形

は「[[d'y:(ヤーダ)で、「知る」「悟る」「わきまえる」という意味です。 

 

創世記 4:1 の「人は、その妻エバを知った」の「知った」に「[d'y:(ヤーダ)」が使わ

れていますが、そこでは“夫婦関係における交わり”を意味しています。ですから、

「[d'y:(ヤーダ)」は単に知的情報の取得を意味するだけではなく、人格的・経験的交

わりによってそれを理解するということを含んでいます。 

 

つまり、「~yhil{a/ t[;D; (ダアット・エロ－ヒ－ム)」は、神との親密な関係に生き

るなかで神のご性質を理解していくことであるということができます。 

 

このように考えていくと、神が与えられた律法を通して求められている最も重要なこ 
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とは、「神との親密な交わりを生きる(~yhil{a/ t[;D;:ダアット・エロ－ヒ－ム)とい

う内面的な実質を通して、神の民として神への誠実・忠実な歩み(ds,x,:ヘセド)をし

ていく」ということではないでしょうか。 

 

マタイ 12 章に登場したパリサイ人たちは、内面的実質が伴っていないがゆえに、表

面的な行いである儀式(律法の規定)だけに囚われ、「真実の愛(ds,x,)ヘセド」を見失

ってしまったということが言えるのだと思います。 

 

２ 「人の子は安息日の主です」の意味 

ホセア書を引用したマタイ 12:7 のイェシュアのことばをそのように理解するなら、8

節の「人の子は安息日の主です」は、単に“安息日そのものを定めた権威者”という

ことだけではなく、別の定義づけをすることも可能だと思います。 
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7 節で語られていることは、「神との親密な交わり」と、そのことを通して実践され

る神の御計画に沿った人のあり方であり、それを神が望んでおられ、喜びとすること

であるとされます。 

 

イェシュアを信じる者が受ける御霊、それはいのちを与える霊となられたイェシュア

です。その方が人の霊を再生し、その霊の中に入ることによってはじめて人は「神と

の親密な交わりを生きること(~yhil{a/ t[;D;:ダアット・エロ－ヒ－ム)」ができま

す。 

 

そして、人は御霊なる主の働きによって主と同じかたちに姿を変えられていきます

(Ⅱコリント 3:18)。それは神とひとつとされて御心を生きるようになる、すなわち

「神への誠実・忠実な歩みをすること(ds,x,:ヘセド)」につながります。そのことこ

そが神が切望し、神が喜びとすることであり、「安息日を生きる」ことだと思います。 
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並行箇所のマルコ 2 章では次のように記されています。 

 

【マルコ 2:27～28】 

「27…安息日は人のために設けられたのです。人が安息日のために造られたのではあ

りません。28 ですから人の子は安息日の主である。」 

 

「安息日」の内面的な実質にフォーカスしてマルコ 2:27 を理解するならば、神は

「安息日」を定めて、その日は“労働してはならない”ということを人に守らせよう

としたわけではなく、人が「安息日」の本来の生き方、すなわち「神との親しい交わ

り」を求めるようになるためにそれが定められたと教えられているように思えます。 

それゆえに、人が「安息日」本来の生き方をすることこそが神の切望であり、神が喜

ばれることなのだと思います。 
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「安息」については、パウロがへブル書 4 章で次のように教えています。 

【へブル 4:10～11】 

「10 神の安息に入る人は、神がご自分のわざを休まれたように、自分のわざを休む

のです。11 ですから、だれも、あの不従順の悪い例に倣って落伍しないように、こ

の安息に入るように努めようではありませんか。」 

 

神の安息に入る人とは、「自分のわざを休む」ことであると教えています。「自分のわ

ざ」とは、自分の肉の努力による生き方のことを指しており、それをやめて神に信頼

し、御霊なる主の働きによって生きることが「自分のわざを休む」ということです。

つまり、パウロは「自分のわざを休む」ことこそが「安息に入る」ことであるとし

て、そこに入るようにと勧めているわけです。そしてその「安息」の中心におられ、

人々を招いておられるのがイェシュアです。それゆえに「人の子は安息日の主」であ

るということが言えるのではないでしょうか。 
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３ イェシュアの「安息」への招き 

「安息」への招きは、マタイ 11 章のイェシュアのことばにも表れています。 

 

【マタイ 11:28】 

「28 すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わた

しがあなたがたを休ませてあげます。」 

 

この箇所は、マタイ 9:36 に呼応していると思われます。 

【マタイ 9:35～36】 

「35 それからイエスは、すべての町や村を巡って、会堂で教え、御国の福音を宣べ

伝え、あらゆる病気、あらゆるわずらいを癒やされた。36 また、群衆を見て深くあ

われまれた。彼らが羊飼いのいない羊の群れのように、弱り果てて倒れていたからで 

ある。」 
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「羊飼い」という言葉は、「民の指導者」を指しますが、当時のパリサイ人や律法学

者は、民を教え導く立場にありながら、実際には重い律法の規定を課すだけで、人々

の心の痛みや生活の苦しみには無関心でした。人々は宗教的なエリートたちから「罪

人」として見捨てられ、霊的なケアを受けられずに放置されている状態であったこと

が背景としてみることができます。イェシュアはこのようなイスラエルの姿を見て

「深く憐れまれた」と記されています。 

 

ですから、マタイ 11:28 の「疲れた人、重荷を負っている人」というのは、パリサイ

派の律法主義が“守れないほどの宗教的義務”を課したことによって重荷を負わされ

ていた人々であり、宗教指導者たちから「罪人」としてのレッテルを貼られていた

人々であったことが想定されます。 

 

このことは、次の聖書箇所からも推察されます。 
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【マタイ 23:4】 

「また彼らは、重くて負いきれない荷を束ねて人々の肩に載せるが、それを動かすの

に自分は指一本貸そうともしません。」 

…このようにイェシュアが律法学者やパリサイ人たちを批判しています。 

【使徒 15:10】 

「…なぜ今あなたがたは、私たちの先祖たちも私たちも負いきれなかったくびきを、

あの弟子たちの首に掛けて、神を試みるのですか。」 

…ここはエルサレムの教会会議でパリサイ派信者に対してペテロが語った言葉です。 

 

そのような疲れて重荷を負っている人々に対してのイェシュアの招きが「わたしのと 

ころに来なさい」でした。 

 

原文では、「Deu/te pro,j me(デュウテ・プロス・メ)」となっており、ヘブル語 
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では「yl'ae WnP,(ペヌー・エーライ)」となります。「WnP,(ペヌー)」は「hn:P;(パーナ

ー)」の命令形で「向かいなさい」、「向き直りなさい」、「向きを変えなさい」という

意味で、「yl'ae(エーライ)」は「(わたし)のほうに」となります。つまり、「わたしの

ところに来なさい」というのは「悔い改め」を意味する表現としてみることができま

す。 

そして、その招きに応じることでイェシュアは「休ませてあげる」と語られていま

す。 

 

「休ませてあげる」は、原語で「avnapau,w(アナパウオゥ)」という動詞が使われ

ていますが、ヘブル語では「hj;Wnm](メヌーハー)」という名詞が充てられています。 

 

この言葉は、動詞の「j"Wn(ヌーアッハ)」に接頭語の「m(メーム)」という文字をつ 
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けて名詞化したものです。「j"Wn(ヌーアッハ)」は、「休む」、「とどまる」、「待つ」な 

どの意味がありますが、イスラエルが荒野の旅を終えて神が約束された地カナンに入

ることを「安息を与える」と表現し、原語ではこの「j"Wn(ヌーアッハ)」が用いられ

ています。 

 

また、Ⅰ歴代誌 22:9 でダビデの子ソロモンの名前の由来を神ご自身が語っておられ

ますが、それは「周りのすべての敵から守って彼に安息を与える(j"Wn:ヌーアッハ)」

からであるとされています。 

 

したがって、マタイ 11:28 の「休ませてあげる」は、単に疲れを覚えた人に対して休

息を与えるということではなく、「神とともにあって守られる安息」というニュアン

スを感じます。 
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イェシュアがマタイ 11 章で語られた「休み(安息)」は「hj;Wnm] (メヌーハー)」で

すが、パウロがへブル 4 章で語った「神の安息」の「安息」という言葉も「hj;Wnm] 
(メヌーハー)」となっています。 

 

イェシュアの「疲れた人、重荷を負っている人」への招き、そしてパウロの「自分の

わざを休む」ことによる神の安息への招きは、両者ともイェシュアによる「霊の再

生」と「御霊の内住」を示しているものであり、それが「hj;Wnm](メヌーハー)」で

あると教えられているのだと思います。 

 

４ 「tb'v;(シャーヴァット)」と「j"Wn(ヌーアッハ)」 

へブル 4:10～11 をもう一度確認したいと思います。 

 

【へブル 4:10～11】 
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「10 神の安息（メヌーハー）に入る人は、神がご自分のわざを休まれたように、自

分のわざを休む(シャーヴァット)のです。11 ですから、だれも、あの不従順の悪い

例に倣って落伍しないように、この安息（メヌーハー）に入るように努めようではあ

りませんか。」 

 

ここで注目したいのは、「神の安息」の場合は「hj;Wnm](メヌーハー)」が用いられて

いますが、「自分のわざを休む」の「休む」には「tb'v;(シャーヴァット)」が使われ

ていることです。 

 

「hj;Wnm](メヌーハー)」の動詞の「j"Wn(ヌーアッハ)」は「休む」、「落ち着く」、「と

どまる」、「安らぐ」、「待つ」、「憩う」、「置く」などの意味があります。 

一方、「tb'v;(シャーヴァット)」には「休む」、「やめる」、「取り除く」、「絶える」、

「欠かす」、「消す」などの意味があります。 
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この二つの言語の意味を比較して 

いくと、両方とも「休む」という 

意味においては共通していますが、 

それぞれに特徴的な色彩があります。 

 

「j"Wn(ヌーアッハ)」は「休む」と 

いうことを「現に休んでいる状態」 

として表現しているのに対して、 

「tb'v;(シャーヴァット)」は「休む」 

ということに帰結する動的表現を示 

しているように思えます。例えば、 

【出エジプト 23:12】 

「六日間は自分の仕事をし、七日目には、それをやめなければならない(シャーヴァ 
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ット)。あなたの牛やろばが休み(ヌーアッハ)、あなたの女奴隷の子や寄留者が息を

つくためである。」 

とあるように、「tb'v;(シャーヴァット)」はこれまであった状態を「止める」、「休止

する」という意味で用いられています。しかし、「j"Wn(ヌーアッハ)」は仕事を止め

た後にあるものを享受している状態を表しています。 

 

マタイ 12 章でイェシュアが教えておられる「安息日」の本質は、これまで見てきた

とおり「tb'v;(シャーヴァット)/ tB;v'(シャッバート)」よりも「j"Wn(ヌーアッハ) 

/ hj;Wnm](メヌーハー)」に視点が向けられていることが分かります。 

 

冒頭に、「安息日」は神のご計画という視点からすると「新しいエルサレム」を指し

示しているとしましたが、それには「tB;v'(シャッバート)」という側面のほかに 
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hj;Wnm](メヌーハー)」という側面もあるということを見ることができました。 

 

前者(tB;v':シャッバート)が、「メシア王国」そして「新しいエルサレム」に入る者

たちに示された指標としての啓示のことばであり、それを待ち望むための記念とし、

しるしであるとするなら、後者(hj;Wnm]:(メヌーハー)は、実際にその「新しいエル

サレム」に住むことを意識させ、信仰によってあらかじめその前味を受け取ることの

できるような神のことばであるということができるのではないでしょうか。 

 

マタイ 11:28 で語られたイェシュアの「hj;Wnm](メヌーハー)」への招きに応じた人

には、続けて次のように語られています。 

【マタイ 11:29～30】 

「29 わたしは心優しく、へりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負 
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って、わたしから学びなさい。そうすればたましいに安らぎが来ます。30 わたしの

くびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです。」 

 

「わたしのくびき」とありますが、イェシュアのくびきは「御父とともに歩む」こと

以外にありません。ですからそれは御父のご計画、み旨を共有する「祭司としての務

め」を学ぶことではないでしょうか。そこにはたましいの「安らぎavna,pausij 
(アナパウシス)」がくると教えています。ヘブル語では「[;AGr>m;(マルゴーア)」と

なっており、その動詞の「[g"r:(ラーガ)」がエレミヤ書 31 章で次のように使われて

います。 
 

【エレミヤ 31:2】 

「 【主】はこう言われる。『剣を免れて生き残った民は荒野で恵みを見出す。イスラエ

ルよ、出て行って休み([g"r::ラーガ)を得よ。』」 
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「[g"r:(ラーガ)」は、「休息する」、「憩わせる」という意味がありますが、反キリス 

トから逃れて荒野に逃げたイスラエルの残りの者が決して敵から攻め入られることの

ない神の囲いの中に入れられることが想起されます。未曽有の苦難の時代にあって

([g"r::ラーガ)を得ることのできる恵みは、今の時代に生きる贖われた者たちがサタ

ンの支配するこの世の吹き荒れる嵐の中にあって、まったく敵が触れることができな

い霊の中に逃げ込むことに等しいと思います。 

 

 

                                                          火曜ＡＣ 呉屋敏 


